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本研究は，STEAM教育及びESD，SDGsの視点から火山
に関わる教育内容を再構築する。そして，噴火の可能性
が懸念される伊豆大島において，学校教育に，ジオパーク
と火山博物館，気象庁が連携した，小学校第6学年及び中
学校第１学年を繋げた火山防災教育プログラムを開発し，
実践を通してその教育的効果を検討する。
平成26年9月27日，当時気象庁が噴火警戒レベル1とし
ていた御嶽山が噴火し，63人が犠牲になるなど，火山活
動は予測困難な状況が見られる。防災教育においては，
噴火警戒レベルの意味を理解するなど，火山に関わる科
学的知識と防災を連動させた取組が必要であり，火山に
関わる知識を取扱う理科においては，教育内容の再構築
が求められる。その効果的な展開には，火山噴火に関わ
るSTEAM教育がある。TechnologyとEngineeringで火山の
観測方法を扱い，観測データの理解には， Mathematics
で獲得される力の融合化である。もう一つの視点は，
ARTsの視点から火山活動を広く取り扱う場合に，ESDの
視点やSDGsゴール14やSDGsゴール15とも関連させた取
組が可能である。これらの取組を実現する場所として，ジ
オパークと火山博物館を連動させた取組に期待できる。
本研究で示す火山防災教育プログラムは，地域によって
状況が異なり，全国画一的に取り組むことが困難である現
在の火山防災教育の課題を解決する可能性が期待でき
る。そして，その教育的効果を分析することで，火山の麓
に位置する地域の火山防災教育のモデルプログラムとし
て波及する可能性が考えられる。
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